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未治療の CRVO 患者 24 症例に対して、初診時に視力検査、マイクロペリメト
リー（微少視野計, MP1）、fmERG を用いて視機能検査を行った。また同日に、
光干渉断層計（OCT）検査、蛍光眼底造影検査（FA）といった網膜の形態検査を
行った。fmERG はコーワ社の ER-80 プロトタイプを使用し、刺激光の強さ、時
間、間隔はそれぞれ 181.5cd/m2、150msec、2Hz、背景光は 6.9cd/m2で記録を行
った。刺激範囲は黄斑部 15°で円形の白色光を用いた。得られた fmERG から a
波、b 波、photopic negative response (PhNR)の振幅、潜時を解析対象とした。 
 
結果は 24 症例中 22 症例で信頼できる fmERG の記録ができた。再現性が悪い










いが、PhNR の振幅は MP1 の 8°、10°以内といったほぼ同じ範囲の網膜感度と
相関を認めた。 






最後に虚血型の CRVO と非虚血型の CRVO で比較を行った。虚血型の CRVO は 5
症例であったが、全ての波形で振幅が非虚血型よりも有意に小さいという結果
であり、その傾向は PhNR で最も強かった。 
 
 






























  したがって、本論文は博士（ 医学 ）の学位論文として価値あるものと認める。 
  なお、本学位授与申請者は、平成２６年１月２０日実施の論文内容とそれに関連し
た試問を受け、合格と認められたものである。 
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